
【】中学社会歴史：江戸時代：産業の発達    [FdText：中学・塾用ワープロデータ教材] 

[要点] 

(1)江戸時代初期，新田開発がさかんに行われ，九州の
ありあけかい

有明海や岡山の
こじまわん

児島湾では
かんたく

干拓が行われ

た。その結果，秀吉の時代から100年の間に田畑面積は約2倍になった。 

(2)農具も改良され，土地を深く耕すことのできる
びっちゅう

備 中ぐわ，脱穀のための
せ ん ば

千歯こき，米の選別

のための
せんごく

千石どおしが発明された。 

(3)養蚕業も発達し，それまで中国から輸入していた
き い と

生糸は自給できるまでになった。 

(4)水産業では，
くじゅうくりはま

九十九里浜で大量にいわしがとれるようになり，
ほ し か

干鰯として商品作物の綿花栽培

の肥料として売られた。 

(5)鉱業では，
さ ど

佐渡の金山，
 いわみ

石見の銀山が代表的である。 

(6)江戸時代の中ごろになると
 かへい

貨幣経済は都市から農村の生活にも及んできた。農民は収入を増や

すために綿・なたねなどの
しょうひんさくもつ

商 品 作 物を作って売るようになったが，肥料などを買わなければ

ならなかった。 

(7)その結果，農民の貧富の差がはっきりし，豊かな農民は地主になり，貧しい農民は土地を売っ

て小作人になった。こうして，自給自足経済はくずれ
ほうけん

封建社会の基礎がゆらいできた。 

 

 

[A問題：要点確認] 

(1)
 え ど

江戸時代初期，
しんでんかいはつ

新田開発がさかんに行われ，九州の
ありあけかい

有明海や岡山の
こじまわん

児島湾では(   )が行

われた。その結果，秀吉の時代から100年の間に田畑面積は約(   )倍になった。 

(2)
 え ど

江戸時代初期，
しんでんかいはつ

新田開発がさかんに行われ，九州の(   )海や岡山の(   )湾では
かんたく

干拓

が行われた。その結果，秀吉の時代から100年の間に田畑面積は約2倍になった。 

(3)農具も改良され，土地を深く耕すことのできる(   )ぐわ，
だっこく

脱穀のための
せ ん ば

千歯こき，米の選

別のための
せんごく

千石どおしが発明された。 

(4)農具も改良され，土地を深く耕すことのできる
びっちゅう

備 中ぐわ，
だっこく

脱穀のための(   )，米の選別

のための(   )が発明された。 

(5)
ようさんぎょう

養 蚕 業も発達し，それまで中国から輸入していた(   )は自給できるまでになった。 

(6)
ようさんぎょう

養 蚕 業も発達し，それまで(   )から輸入していた
き い と

生糸は自給できるまでになった。 

(7)水産業では，
くじゅうくりはま

九十九里浜で大量にいわしがとれるようになり，(   )として商品作物の綿花

栽培の肥料として売られた。 

(8)水産業では，(   )浜で大量にいわしがとれるようになり，
ほ し か

干鰯として商品作物の(   )

栽培の肥料として売られた。 

(9)鉱業では，
さ ど

佐渡の(   )山，
 いわみ

石見の(   )山が代表的である。 
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(10)鉱業では，(   )の金山，(   )の銀山が代表的である。 

(11)
 え ど

江戸時代の中ごろになると(   )経済は都市から農村の生活にも及んできた。農民は収入

を増やすために綿・なたねなどの(   )作物を作って売るようになったが，肥料などを買わ

なければならなかった。 

(12)その結果，農民の貧富の差がはっきりし，豊かな農民は地主になり，貧しい農民は土地を売

って(   )人になった。こうして，自給自足経済はくずれ(   )社会の基礎がゆらいで

きた。 

 
[B問題] 

(1)
 え ど

江戸時代に
かんたく

干拓が行われた代表例を2つあげよ。 

(2)
 え ど

江戸時代に発明された田畑を深く耕すことを可能にした農具は何か。 

(3)
だっこく

脱穀のための農具が発明されて，脱穀の能率が向上したが，何という農具か。 

(4)綿花・なたねなどの作物を(   )という。 

(5)綿作りのための肥料として，いわしをほして作った(   )などが使われた。 

(6)大規模ないわし漁が行われたのはどこか。また，それは現在の何県か。 

(7)
 え ど

江戸時代の代表的な金山はどこか。また，それは現在の何県か。 

(8)18世紀後半になると，農民が
ね ん ぐ

年貢の引き上げや
せんばいせい

専売制に反対して(A  )をおこし，都市では

貧しい人々が大商人をおそう(B  )が多くおこるようになった。 

(9)19世紀にはいると，豊かな地主は，村内の小作人を作業所に集め道具をそろえて分業をさせる

ようになった。これを何というか。 

[解答]  (1)
ありあけかい

有明海 
こじまわん

児島湾 (2)
びっちゅう

備 中ぐわ (3)
せ ん ば

千歯こき (4)
しょうひんさくもつ

商 品 作 物 (5)
ほ し か

干鰯 

(6)
くじゅうくりはま

九十九里浜 
ち ば け ん

千葉県 (7)
さ ど

佐渡 
にいがたけん

新潟県 (8)A 
ひゃくしょういっき

百 姓 一 揆 B 打ちこわし (9)工場制手

工業  

 

[C問題] 

(1)
しんでんかいはつ

新田開発，
かんたく

干拓などによって，田畑面積は，秀吉の時代から100年の間に何倍になったか。 

(2)この時代の中ごろ，
 かへい

貨幣経済が農村へ広くおよんできた結果，農村にどのような変化が起きた

のか，40字以内で書きなさい。 

(3)
しょうひんさくもつ

商 品 作 物のなたねは何に使われたか。 

(4)
しょうひんさくもつ

商 品 作 物の紅花は何に使われたか。 

(5)
 え ど

江戸時代になって，庶民の衣服は麻にかわって何が用いられるようになったか。 

(6)17世紀にはいると，わら縄にかわって(   )で網が作られるようになった。 

(7)にしん・こんぶ漁がさかんだったのはどの地方か。 



(8)塩田が発達した地方はどこか。 

(9)
 いわみ

石見，生野では何という地下資源の採掘が行われたか。 

(10)
 え ど

江戸時代の代表的な銅山はどこか。2つあげよ。 

(11)
こうじょうせいしゅこうぎょう

工 場 制 手 工 業のことをカタカナで何というか。 

(12)桐生や足利で発達した手工業は何か。 

(13)
おおさか

大阪周辺や
お わ り

尾張で発達した手工業は何か。 

 

[解答]  (1)2倍 (2)
しょうひんさくもつ

商 品 作 物の栽培や手工業が広まり，豊かな農民と貧しい農民との差がはっ

きりしてきた。 (3)あんどんの灯油として使われた。 (4)染料の原料として使われた。 

(5)
も め ん

木綿 (6)麻糸 (7)
 え ぞ ち

蝦夷地(北海道) (8)瀬戸内 (9)銀 (10)足尾，別子 (11)マニュフ

ァクチユア (12)絹織物業 (13)綿織物業  
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うになっています。製品版の FdText 社会は Word(または一太郎)の文書ファイルで，印刷・編集
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分離形式を収録していますので，購入後，ただちに印刷して使うことができます。 

※ FdText社会の全 PDFファイル，他の科目(数学・英語・理科・国語)の各 PDFファイル，およ

び製品版の購入方法は，http://www.fdtext.com/txt/index.html に掲載しております。 

 

※ 下図のような，[FdData無料閲覧ソフト(RunFdData)]を，お使いになっているWindowsにイ

ンストールすれば，FdData中間期末・FdData入試の全 PDFファイルを閲覧することができま
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